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昭和 62年度第 2回役員会記録

昭和 62年 6月 19日 (金 ),於東京水産大学.出席

者:上野,新井,沖山,黒沼,佐藤,多紀,丸山.

議事:(1)報告事項.(2)魚類学雑誌の編集方針に関

する会員からの投書を受けて,今後の編集のあり方につ

いて協議した。会員通信や文献紹介など会員のための情

報交換機能を充実させるべきだとの意見や,和文摘要の

充実などの意見が出された。 (3)その他。

昭和 62年度第 3回役員会記録

昭和 62年 9月 3日 (木),於東京水産大学.出席者 :

岩井,上野,新井,沖山,佐藤,谷内,富永,松浦,丸

山,望月,石山,落合,黒沼,中村.

議事:(1)前回,前々回役員会記録の確認。 (2)報告

事項.庶務:6月 29日 に日本学術会議第 14期会員選

挙のための登録をしてきた.審査結果はまもなく来る予

定である.会計:34巻 1号の支払いを承認した.事務

センターヘの業務委託にともなう支出をした.編集:34

巻 2号は 9月 10日 出版予定である。3号は 16編で,

英文本論文 9, 和文本論文 1, 英文短報 6である.出

版予定は 11月 下旬である.それを除いて手持ち論文 69

編である。(3)会長・評議員選挙日程.評議員:H月 下
旬発送 (事務センターから),1月 末日締切,2月役員会

で開票.会長:12月 前半発送 (庶務から),1月 末日締

切,2月 役員会で開票。 (4)昭和 63年度年会。 日程 :

3月 31日 (木)-4月 1日 (金 )。 場所:東京水産大学.

会場は例年どおりを原則に,後 日現場を見て決める (12

月に予約予定)。 申し込み書は魚類学雑誌 34巻 3号に

綴じ込み,統一した形式でやりたい。担当は沖山.申 し

込みの日程等は従来どおり.ポ スターセッションについ

ては,その宣伝のための時間を研究発表の間に組み込

む。 (5)来年度シンポジウムについて検討し,会長から

東海大学の鈴木克美氏に来年度春までにおおよその計画

をまとめるよう依頼することに決定した。 出来れば 35

巻 1号に案内を会告として掲載したい。(6)超過頁代未

払い者について,会計の谷内より督促の手紙を出す。今
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後の処理手続きについては編集委員会で具体的に検討

し,案を作成する。 (7)事務処理委員会と,会則等の改

正のための小委員会についての経過報告があった。 (8)

会員より三宅島の事態に対し要望書を出してほしい旨の

要望があり,検討の結果,学術的見地からの要望書を出

すことになった。文案は会長 0副会長で相談し作成する

ことになった。 (9)その他.

昭和 62年度第 4回役員会記録

昭和 62年 10月 12日 (月 ),於東京水産大学。出席

者:岩井,上野,新井,佐藤, 松浦, 丸山, 望月, 阿

部,石山,黒沼,中村

議事:(1)前回記録の確認。 (2)報告事項.庶務:日

本学術会議第 14期会員選挙のための登録団体として認

定した旨の連絡があった。なお推薦人を出すことを希望

する研究連絡委員会は第 6部水産学と第 4部動物科学に

各 1人ずつであると回答した。会計:魚類学雑誌 34巻

2号の支払いをした.編集:34巻 3号の作業の進展状

況について報告があった。 (3)評議員選挙にともなう各

地区の定数について検討し,国内の個人会員 13人に 1

人 (小数第一位四捨五入)とすることを決定した。これ

による評議員定数は 69人である。 (4)魚類学雑誌の海

外購読料 (個人会員は含まない)について検討 し,1$

が 120円前後になる可能性があるとの判断から,来年度

から約 19.4%値上げし, 86$にすることを決定した.

(5)三宅島の軍用飛行場の建設問題について検討し,下

記の要望書をまとめ,送付することを決定した。

童望  日要

月 12日昭和 62年 10′

防衛施設庁長官 殿

保日本魚類学会会長 岩井

富士箱根伊豆国立公園内に位置し,黒潮に直接洗わ

れる三宅島の周辺海域は,ウ スバノドグロベラ,シ ン

ジュアナゴなど,貴重な魚類の限られた棲息地として

知られているばかりでなく,多種多様の熱帯性魚類の

記
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会

種分化の場として注目されています.こ のような地理

的位置にある火山島周辺の独特の魚類相は単に日本の

みならず世界的にも,学術的価値のきわめて高いもの

であります.現在計画中といわれる軍用機の夜間訓練

用滑走路が三宅島に建設されると,同島沿岸の生態系

は大きな影響を受け,世界的に貴重な魚類相が崩壊す
るおそれがあり,日 本魚類学会会員の中に憂慮する声

が高まっています.われわれは学術的見地から滑走路
の建設には賛成し難く,その中止を強く要望いたしま

す.

(6)その他.

日本学術会議だより No。 6(昭和 62年 8月 )

日本学術会議は 210人の会員をもって組織されている

が,現在第 14期会員 (任期:昭和 63年 7月 22日 か

ら3年間)を選出 (推薦)するための手続きが進められ

記

ている。

昭和 62年 4月 の第 102回総会で新たに「マン 0シ

ステム・インターフェース (人間と高度技術化社会)特
別委員会」が設置された.今日の「高度技術化社会」に
おいては,機械およびソフトシステムに対する人間の役
割が大幅に変化してきており,こ れに伴って各種のイン

ターフェースが設計,装備されている.しかし現在のと
ころ人間は必ずしも十分に対応・受容しきれているとは

言えず,いわゆるテクノストレスなどの深刻な社会問題

が生じてきている。本特別委員会はこの問題の学際的か

つ総合的な検討を行う.

本会議は昭和 28年以降毎年おおむね 4件の学術関係

国際会議を関係学術研究団体と共同主催しているが,昭
和 63年度には第 8回国際内分泌学会議 (昭和 63年 7

月 17日 -23日 ),第 5回国際植物病理学会議 (昭和 63

年 8月 20日 -27日 )な どを我が国において開催するこ

ととし,6月 16日 の閣議で了解を得た.
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